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資料 ４

令和４年度 特定課題評価（政策の柱）の評価意見について（案）

【概要】

特定課題評価は、その時々の行政ニーズに的確に対応するため、政策に関する特定の課題を設定し、そ
の課題に係る施策や事務事業について、点検・検証等を行うものであり、今年度は、総合計画の政策展開
の体系上の２１の政策の柱のうち、７つについて、政策評価委員（基本評価等専門委員会）によるヒアリ
ング等の調査審議の実施を通じて、施策評価を基に政策（政策の柱）を評価しました。

１ 評価の視点
① 目標の達成状況 ② 連携状況等 ③ 緊急性、優先性

２ 評価のポイント
① 基本評価の進捗状況の判定と道民の認識が合致していること
② 成果指標が適切に設定されていること
③ 政策に関連する統計数値等の現況に対して取組内容が妥当であること

３ 特定課題評価の結果
（１） 政策（政策の柱）の評価

分野 政策の柱 政策目標の達成に向けた判定

(2) 安心で質の高い医療・福祉サービスの強化 効果的な取組を検討

[政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]
１ 道内21医療圏域のうち19圏域で医師偏在指標が全国値を下回っているほか、介護職員の安定的確保と定着、
特定健康診査やがん検診等の受診率の低迷などが喫緊かつ重要な課題となっていることから、医育大学など関

生 係機関との連携による地域医師確保対策をはじめ、今後の介護職員の必要数確保及び労働負担の軽減、道民の
活 健康意識向上に資する取組など、全道各地域で将来にわたり安心で質の高い医療・福祉の確保に向け、効果的

・ な取組を検討する必要がある。

(5) 道民生活の安全の確保と安心の向上 効果的な取組を検討安
心 [政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]

交通死亡事故件数に占める高齢運転者の割合増加や飲酒運転事故が後を絶たないといった交通安全上の課題、
子供や女性の犯罪被害のほか食品衛生に関する事故、人権侵害の発生などの道民生活の安全・安心に関する懸
念が生じている中、高齢者の特殊詐欺被害やサイバー犯罪の急増など、新たな事案も見られていることから、
道民生活の安全の確保と安心の向上に向け、関係者間で課題を共有の上、取締や指導の強化はもとより、道民
の自らの行動が重要との認識のもと、事案の詳細な分析結果を活用した効果的な取組を検討する必要がある。

(1) 農林水産業の持続的な成長 効果的な取組を検討

[政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]
２ 国際情勢の影響に伴う食料安全保障の強化と食料安定供給への一層の貢献、気候変動などを踏まえた新たな
農作物・魚種の需要拡大やゼロカーボン北海道実現といった農林水産業の役割や価値の高まりなど、政策の背

経 景が大きく変化していることから、食や観光、環境など様々な機能や潜在力を活かした農林水産業の持続的な
済 成長に向け、担い手の安定的な確保を通じた生産振興や森づくりをはじめ、地域の産業・雇用、地方創生の観

・ 点も踏まえた効果的な取組を検討する必要がある。

(3) 中小・小規模企業の振興や地域商業の活力再生 効果的な取組を検討産
業 [政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]

人口減少による地域経済の需要減退や流通構造の変化に加え、感染症の長期化や原油・原材料高騰など、中
小・小規模企業の経営環境は、一層厳しさを増していることから、経営体質強化、創業支援といった事業の持
続的発展を図る施策のきめ細やかな展開や全道各地の商業の実情に対応したまちづくりの視点も含めた支援な
ど、地域の経済・社会を支える中小・小規模企業の振興や地域商業の本来の機能維持に向け、効果的な取組を
検討する必要がある。

(7) 良質で安定的な雇用の場づくりと産業人材の育成・確保 効果的な取組を検討

[政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]
建設業・農林水産業・介護サービス・運輸業をはじめ特定業種の人手不足、若者の低調な就業状況などの重

要課題が継続していることから、地域の産業振興と一体となった人材の育成や就業・定着、成長分野での良質
な雇用の受け皿づくりや働き方改革を通じた人手不足の改善など、良質で安定的な雇用の場づくりと産業人材
の確保・育成に向け、施策の単位を超えて総合的に、関連する統計等を分析・共有しながら効果的な取組を検
討する必要がある。

＜政策目標の達成に向けた判定区分＞
順調に展開・概ね順調に展開・効果的な取組を検討・見直しや改善が必要
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分野 政策の柱 政策目標の達成に向けた判定

(4) ふるさとの歴史・文化の発信と継承 効果的な取組を検討

[政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]
3 アイヌ文化や北海道・北東北の縄文遺跡群、赤れんが庁舎、その他の数多く残る文化財による北海道独自の歴
史・文化の発信と継承や、地域における芸術文化の振興に当たっては、地域の活性化や生活の潤いや豊かさの実

人 感が欠かせないことから、文化等に関する価値や意義について道民と共有するなどの側面にも留意しながら、活
・ 動・参加、鑑賞などの文化等に触れる機会や発信内容の充実、保存・活用に向け、効果的な取組を検討する必要
がある。地

(6) 連携・協働・交流による未来に向けた地域づくり 効果的な取組を検討域

[政策の柱に対する意見（今後に向けた意見）]
全道各地域においては、人口減少や少子高齢化が進行し、国際情勢が変化する中、道民の暮らしや産業に関わ

る様々な問題に直面する一方、コロナ禍で本道の転出超過数が大きく減少するなど、人々の価値観や行動が変化
していることも踏まえ、広域連携による基幹的行政サービスの持続的な提供や地域の特性等を活かした地域づく
り、外国人居住者の安全・安心の確保などに向け、道が全道それぞれの市町村と課題を共有するとともに、将来
の人口減少社会への適応も見据え、課題の解決が住民に実感できる効果的な取組を検討する必要がある。

（２） 全体意見
北海道政策評価委員会の審議内容を踏まえ、次のとおり意見を付しました。

・適切な指標の設定

政策評価の目的の一つである「道政の透明性の確保と道民への説明責任を果たす」観点から、
政策や施策の進捗、道政課題への対応状況について、社会経済情勢を示す客観的なデータや根拠
を用いて、道民に分かりやすく説明するよう努めること。
また、「評価の客観性の確保」の観点から、施策目標や事業の取組の進捗状況を表す適切な成果

指標の設定に引き続き努めるとともに、関連する統計数値等の評価への反映方法について検討し、
実施方針に規定するなど明確化すること。


